平成20年度第二回理事会議事録
日時：　平成19年12月16日（日）10:00～16:00　

場所：　ホテルビュック会議室
参加者：占部副会長、周東監事、国見理事長、濱本副理事長、荒川理事、奥村理事

　　　　濱田理事、河内理事、丹羽理事、矢野理事（新任）、榊原理事（新任）、

牟田口理事（新任）、丸田理事

欠席：　赤津監事、仲野理事

議事に先立ち、議事録作成者を丸田理事、確認者を荒川理事（東日本）、濱本副理事長（西日本）とし、国見理事長が議長となり審議に入った。
審議事項

議題1　各理事自己紹介

　　　　3名の新任理事を含む全出席者の自己紹介を行った。
議題2　平成20年度理事の役割分担

　　　　主な審議内容は次の通り。

　　　　強化、海外派遣部会

　　　　前年同様ナショナルチームの合宿を5月に予定。
　　　　特にワールド選手権については、早めにコーチ、監督を決めて強化を図り、Miami Herald Trophyでの成績向上を目指す。
選手の強化を図るために、以前に実施していた年末年始の合宿を、最終選考会出場選手を主な対象者として2009年度から再開したらとの提案もあった。

　　　　普及、育成、広報部会

　　　　協会HPの更なる充実及びイヤーブック作成の検討。
　　　　B&Gで作成中のビデオを完成次第、会員に紹介。出前コーチは今年度2ヵ所で実施すことを検討。

　　　　総務、財務渉外部会

　　　　登録業務については、他の理事の応援を得る。

　　　　会員登録については5月末で一旦閉めて、6月中には会員証を配布する。

　　　　会員証はパウチを省くことも検討する。

　　　　レース、計測、クラスルール部会
　　　　協会HPに「クラスルール」を開設した結果、よくある問い合わせが減り、会員
　　　　の皆様に内容を理解していただいていると思われるとの報告があった。
　　　　追加1名の公式計測員の協会推薦は承認され、引き続き計測員の増強を図る。

　　　　ＯＰ級計測講習会を１月12、江ノ島で実施予定しており、多くの参加者を希望。

　　　　上記の点も含め、平成20年度理事の役割分担が決定された。

別紙、「日本OP協会　平成20年度　組織図」参照。
　　　　今年度の活動方針は、これまでの方針を踏襲し、ワールドでの国別順位を継続的に１０位以内にする事と、各理事は普及を念頭においた活動を常に検討するとうい二点を確認した。

　　　　また、各理事の連絡を密にし、活動基盤をよりしっかりしたものにする事を確認した。

議題 3　レーススケジュールの確定

　　　　スケジュールは次の予定。

　　　　尚、サポートボートがレスキューとして行動する荒天時に乗員が１名の場合では救助活動に支障を来す恐れがあるため、安全対策として2008年の最終選考会からサポートボートの乗員数を2名以上、定員の1/2以下とSI又はNORに明記することになった。

　　　　
	日程
	大会名
	開催場所

	3月20～23日
	ナショナルチーム最終選考会
	和歌山マリーナシティ

	調整中
	全日本オープン選手権大会
	江ノ島（予定）

	8月8～10日
	OP全日本チームレース
	観音マリーナ

	8月22～24日
	第26回東日本選手権大会
	逗子

	8月22～24日
	第31回西日本選手権大会
	唐津

	10月31～11月3日
	第40回OP全日本選手権大会
	海陽ヨットハーバー


議題4　理事会日程の確定

　　　　平成20年度第三回以降の理事会日程は次の通り。

　　　

 第三回理事会：　平成20年2月23～24日

　　　　第四回理事会：　平成20年5月18日　

　　　　第五回理事会：　平成20年9月7日
議題 5 その他

　　　　2007年全日本選手権大会の報告が濱本副理事長からあり、その時に実施された「全日本選手権大会に関するアンケート」の集計がレース委員会の濱田理事から報告された。

次回の理事会は平成20年2月23～24日の予定。

以上
